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　一人口の動き一

　2月1日現在
男　　　5．944人
女　　　6．221人

計12．165人
世帯数　2．608世帯

◎
曽

、

＞
円

吉
5

壮
巳

村
音

中
－

長
価

町く
定

川　西　町
白南風社

発行者
印刷所

川西町役場
星名四郎

所
人

行
集

発
編

　川西桐山はこれが最後の投票
の話題を残して幕をとじた。4月1日をもって松代町に編入がきまっている

西町のもとで執行するのはこれが最後の投票が行なわれた。　南雲　守写す

幽
二
月
の
行
事

一
日

三
日

九七六四
日日日日

千
手
地
区
婦
人
幹
部
研
修
会

給
食
主
任
者
会
議

橘
地
区
婦
人
役
員
研
修
会

木
島
子
ど
も
会
豆
ま
き
大
会

立
春

農
業
技
術
連
絡
会
議

町
議
会

乳
児
体
重
測
定
（
千
手
）

＝
＝
＝
『
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
柵
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一

犬
の
放
し
飼
い
を

　
　
　
　
や
め
ま
し
よ
う

犬
の
放
し
飼
い
に
よ
る
被
害
や
苦
情

が
な
か
な
か
あ
と
を
断
た
ず
、
特
に
冬

季
間
に
な
る
と
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
取
締
り
当
局
の
保
健
所
も
こ
の
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
の
で
す
が
、
何
と
い

っ
て
も
飼
主
の
自
覚
を
ま
つ
の
が
第
一

で
　
「
愛
犬
連
絡
協
議
会
」
を
組
織
し

十十十

日日口

＋
七
日

＋
八
日

＋
九
日

二
士
日

一
壬
ハ
日

上
野
小
ス
キ
；
講
習
会

上
野
・
千
手
評
価
員
会
議

建
国
の
日

新
大
研
究
生
へ
き
地
教
育
研

究
来
町
（
十
八
臼
ま
で
）

中
学
卒
業
生
講
座
（
仙
田
）

婦
人
学
級
発
表
会
（
千
手
）

家
庭
の
日

白
倉
家
庭
教
育
学
級

羽
黒
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

今回の総選挙は豪雪によるおお

桐山で28日に1日繰り上げ、

て
、
飼
主
、
市
町
村
、
保
健
所

警
察
の
関
係
者
で
代
表
の
方
が

集
り
　
種
々
協
議
の
結
果
、
ま

す
放
し
飼
い
の
取
締
り
を
や
り

捕
獲
、
飼
主
の
指
導
、
悪
質
者

の
告
発
を
二
月
中
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
犬
を
愛
す
る
人
は
、
ひ
と
も

愛
す
は
ず
で
す
っ
迷
惑
が
ら
れ

＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
陶
＝
鱒
＝
＝
＝
＝
＝
二
＝
＝
＝
一
＝
＝
鱒
＝
＝
＝

　
　
氏
名
　
　
世
帯
主
　
　
町
内
名

羽
鳥
辰
蔵

小
林
コ
ヨ

南
雲
ツ
ネ

中
条
ミ
ネ

中
条
政
治

小
林
直
三

宮
　
ソ
メ

星
名
ツ
ナ

小
海
治
吉

て
い
て
も
な
か
な
か
飼
主
の
所
へ
直
接

の
苦
情
は
言
い
に
く
い
も
の
で
す
。
愛

犬
者
諸
氏
よ
　
自
分
の
真
心
を
ひ
と
と

犬
に
示
さ
れ
た
い
。
　
（
衛
生
係
）

米
寿
の
「
お
祝

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
中
村
壮
吉
会

長
）
は
、
　
一
月
一
日
で
呼
び
年
八
十
八

才
に
な
っ
た
か
た
に
　
お
祝
い
と
し
て

座
ぶ
と
ん
一
枚
ず
つ
を
贈
り
ま
し
午

　
本
年
の
米
寿
該
当
者
は
明
治
十
三
年

生
ま
れ
の
次
の
か
た
が
た
で
す
燈

本久佐孝本惣

人七郎一人内

田
村
ノ
ヤ
甚
作

ス
キ
ー
協
会
誕
生

　
町
民
の
ス
キ
i
技
術
向
上
や

ス
キ
ー
競
技
の
実
施
、
　
ス
キ
ー

教
室
等
を
開
催
し
な
が
ら
冬
季

に
お
け
る
体
力
の
増
進
を
は
か

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
川
西
町

ス
キ
ー
協
会
（
会
長
高
橋
忠
一

）
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
〇

　
　
　
三
月
に
講
習
会
、
　
．

仁
田

中
仙
田

中
仙
田

岩
瀬

岩
瀬

中
島
町

山
野
田

霜
条

霜
条

鶴
吉

　
こ
と
し
ま
、

チ
テ
ス
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
ゆ

　
会
員
は
年
間
一
〇
〇
円
の
会
費
で
気

軽
る
に
入
会
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
の

方
は
公
民
舘
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
し

　
な
お
、
二
月
二
十
六
日
に
、
羽
黒
ス

キ
i
場
で
滑
降
、
大
回
転
の
競
技
大
会

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
か
巧
　
町
民
ど

な
た
で
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
ね
が
い
ま

需
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i
、
臨
単

晋
町
議
会
報
告
f
①

給
与
関
係
で
三
百
万
の
補
正

　
　
　
　
　
　
　
町
税
条
例
の
［
部
改
正
も
、

　
乙
と
し
の
初
議
会
は
、
　
一
月
十
日
に

招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
条
例
改
正
、

補
正
予
算
等
九
件
を
議
決
し
た
踏

　
条
例
は
、
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
く

給
与
の
改
定
を
内
容
と
し
た
二
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」
の
一

部
改
正
を
は
じ
め
、
議
員
の
報
酬
を
改

正
す
る
「
川
西
町
報
酬
、
費
用
弁
償
並

び
に
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
」
の
改

正
及
び
退
職
所
得
に
対
す
る
課
税
の
改

正
を
主
体
と
し
た
「
川
西
町
税
条
例
」

の
一
部
改
正
の
三
件
が
上
程
さ
れ
、
い

　
　
　
ゆ

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
○

　
補
正
予
算
は
、
十
二
月
定
例
会
に
提

出
を
保
留
さ
れ
た
給
与
関
係
の
補
正
で

そ
の
融
は
、
　
一
般
会
計
二
百
九
十
四
万

五
千
円
、
国
保
事
業
勘
定
特
別
会
計
十

万
円
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
十
一

万
七
千
円
、
計
三
百
十
六
万
二
千
円
で
・

あ
る
。
財
源
は
、
　
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば

こ
消
費
税
の
自
然
増
合
わ
せ
て
七
十
四

万
五
千
円
、
地
方
交
付
税
の
増
二
百
二

十
万
の
計
二
百
九
十
四
万
五
千
円
へ
国

保
会
計
に
つ
い
て
は
国
庫
支
出
金
十
万

円
、
農
業
共
済
会
計
に
つ
い
て
は
県
支

出
金
十
・
一
万
七
千
円
と
な
っ
て
い
る
o

以
上
い
ず
れ
も
原
案
可
決
o
な
お
、
ほ

か
に
専
決
処
分
と
し
て
衆
議
院
議
員
総

選
挙
関
係
の
経
費
七
十
三
万
の
補
正
予

算
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い
る
o

　
そ
の
他
、
仙
田
農
協
事
務
所
建
設
助

成
に
関
す
る
請
願
及
び
橘
地
区
街
路
灯

建
設
に
関
す
る
請
願
が
上
程
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
産
経
委
員
会
に
付
託
、
継
続
審

査
と
な
っ
た
。

議
員
の
報
酬
を
改
正

　
議
員
の
報
酬
月
額
は
、
次
の
と
お
り

改
正
さ
れ
た
。
実
施
は
一
月
か
ら
。
　
（

カ
ッ
コ
内
は
改
正
前
の
額
）

議
長
一
八
、
O
O
O
円
（
繍
六
、
五
〇
〇
）

副
議
長
一
四
、
五
〇
〇
円
（
一
三
、
二
〇
〇
）

議
員
一
二
、
O
O
O
円
（
一
蝋
、
O
O
O
）

　
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
基
き
、
川
西
町
の
財

政
状
況
（
昭
和
4
年
12
月
訂
日
現
在
）

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し

ま
す
。

　
昭
和
翌
年
2
月
1
日

　
　
　
川
西
町
長
　
中
村
壮
吉

1
才
入
才
出
予
算

　
　
　
　
　
の
執
行
状
況

財政状況の公表
　住民一一人当りの予算規模

　一般会計で　　1ろ580円

会　　計　　別 現　在　高
借　　　入　　　先

借入限度額
政府資金 そ　の　他

一一　　般　　会　　計 　千円
7，400

　午円
6，000

　千円
1，400

国保事業特別会計 5，000 0 5，000

国保施設特別会計 17，200 0 17，200

計 29，600 6，000 23，600

※
一
般
会
計
款
別
収
支
状
況
は
次
ぺ

！
ジ
の
第
一
表
お
よ
ぴ
第
二
表
の
と
お

）
’
o

会　　　　計　　　　別 才出予算現額 支出済額 執行割合 収支差引

才
　
　
　
　
　
　
出

一　　般　　会　　計 　　千円
220，226

　　＝千円
159，429

’　　　　％

　72．39 1，178

国保事業特別会計 56，286 32，575 57㌧87 △　　600

国保施設特別会計 46，240 37，069 8（瓦16 △23，040

農業共済事業特別会計 14，457 8，645 59．80 2，780

計 337，209 237，718 70．50 △19，682

2
町
有
財
産
の

現基債家土

金金権屋地
状

況

一
七
五
、
五
六
四
2
m

三
七
、
五
七
四
2
m

三
為
一
七
一
千
円

一
、
O
O
O
千
円

　
一
六
五
千
円

預
　
金

有
価
証
券

一
一
、
ニ
ニ
ニ
千
円

四
、
一
八
八
千
円

5
町
債
の
状
況

目　　　的　　　別 40年度末
現在高

41年度中
増減額 現債額

借　　入　　先

政府資金 そ　の　他

一　般　事　　業　　賃 10，3ノ △　32 9．99 　　円8．09
1，90望

義務教育施設整備事業債 50，389 △　915 49，474 49，474 0
厚生福祉施設整備事業債 1，000 0 1，000 1，000 0
災　害　復　旧　事’業債 12，007 △　183 11，824 11，824 0
臨　時　減税補填債 9，087 3，378 12，465 12，465 0

計 82，808 1，951 84，759 82，859 1，900

4
一
時
借
入
金

　
　
　
　
の
状
況

会　　　計　　　別 才入予算現額 収納済額 執行割合

才
　
　
　
　
　
入

一　　般　　会　　計 　　手円
220，226

　　千円
160，607

　　％
72．93

国保事業特別会計 56，286 31，975 56．81

国保施設特別会計 46，240 14，029 30．34

農業共済事業特別会計 14，457 11，425 79．03

計 337，209 218，036 64．66

5
そ
の
他

　
町
税
の
分
析
等

　
町
税
の
分
析
（
磁
馨
二
表
）
、
　
一
般
会

計
才
出
予
算
性
質
別
分
析
（
第
四
表
）

一
般
会
計
住
民
一
人
当
り
予
算
状
況
（

第
五
表
）
は
、
い
ず
れ
も
次
ぺ
ー
シ
で

か
か
げ
た
と
お
り
で
あ
る
o

ノ

、
P
’

脚

・
」
　
ー
　
導
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第二表一般会計歳出状況佃和41年12月現萄
aoool　　＿　　　　　　　　＿　　r＿r　　　－r　　　　　　　　　　＿．一醒rh劃＿一謄＿

一般会計歳入状況岬和41年12月現在）
aoOO

凡例

ユ800 予 支

2500 藝 畏
顧

且400 F□
2，200

aoOO

L800

L600

L400

L200

LOOO

800

600

400

200
万

繰 諸 町 歳 議 総 民 衛 農 商 土 消 教 災 公 予 歳

越 収 入
合

会 務 生 生

林
水
塵
業

工 木 防 青
害
復
旧

債 傭 出
合

金 入 債 計 費 費 費 費 費 費 費 費 費 ，費 費 費 計

繰
　
　
入
　
金

寄
　
　
附
　
　
金

財
産
収
入

県
支
出
金

国
庫
支
出
金

使
用
料
及
手
数
料

分
姐
金
及
負
担
盃

一般会計歳出予算性質別分析第四表（予算額）

　第一表

a㎝

z崩

盆6■o

盆禰

篇

地
方
交
付
撹

臨
時
特
例
交
付
金

町
　
　
　
　
税

町税の分析表三第

㎜
㎜
獅
伽
㈹
勢

単位万円

人

件

　費

　6，833

　（31％）予算現額

22022万円

〆普通建設
　　事業費

6521
（296％）　ノ

物件費

3，067

（13．9％）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
“
1

　
　
誘
費
補
纂
”

　
　
　
公
債
費
野

　
　
ロ
　
　
　
　
　
L
4

　
　
葡
出
金
鴛
（

費　
　
　
　
修
　
7
β

諜
付
費
贈

旧
　
）
糾
　
8
3

復
ゆ
7
8
　
6
費

鰐
ー
α
侑

　
　
　
　
　
　
　
　
予

定
資
産
税

6058乃

回

国
鉄
等

木材引

取税3　　　町民税
　　　　　　　　1、ooO万
　　　電気ガ（岬）

　　璽こ競、
　　浦費税　　“

糠車税器の町欄額

Z988万円
4、甥0ヌ76，2穆一般＼

　1、628万

＼（2G8）

、

単位円一般会計住民一人当り予算状況薦五表

住　民　負　担 国　　鉄　　等 町その他 国　　　　　　　　　　　　県

分
担
金
負
担
金
o

使
用
料
手
数
料
陶

脊
附
金
0

町　税（除ク国鉄）

　ユ84／

町　税（固定資産税）

　3336
財
産
収
入
5
8 8

諸
収
入

繰
越
繰
入
金

地方交付税　　虜508
臨時特例交付金　　　80

　　4588

国
庫
支
出
金
乙！0／

県
支
出
金
乙400

町
債
7
3 女

町　　　税

ム377
6　58

合　計　　　　　　　　　　／Z580　円

昭
和
四
十
二
年
度
分

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

　
三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の

間
、
昭
和
四
十
二
年
度
分
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
を
縦
覧
い
た
し
ま
す
○

　
閲
覧
に
よ
り
、
課
税
台
帳
の
価
格
等

に
不
服
の
あ
る
場
合
は
「
固
定
資
産
課

税
ハ
ロ
帳
の
登
録
事
項
に
関
す
る
審
査
の

申
出
」
を
縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
、
そ

の
末
日
後
十
日
以
内
に
限
っ
て
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
〇

　
四
十
二
年
度
分
の
か
わ
っ
た
点
を
あ

げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
℃

L
　
宅
地
、
山
林
は
評
価
額
に
変
更
は

　
な
い
が
、
課
税
標
準
額
が
若
干
前
年

　
度
を
う
わ
ま
わ
（
て
い
る
も
の
が
多

　
い
（
規
定
に
よ
る
上
昇
）

a
　
家
屋
は
、
経
年
減
点
補
正
率
が
限

　
度
額
に
達
し
て
い
な
い
も
の
（
建
築

　
後
二
十
年
程
度
の
建
物
）
は
、
課
税

　
標
準
額
が
前
年
度
よ
り
若
干
さ
が
っ

　
て
い
る
が
、
三
十
九
年
以
降
建
築
の

　
も
の
は
、
そ
の
後
の
建
築
価
格
の
上

　
昇
等
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
う
わ
ま

　
わ
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
o

　
そ
の
他
特
殊
な
も
の
で
、
　
一
部
課

　
税
標
準
翻
が
前
年
度
を
・
つ
わ
ま
わ
る

　
も
の
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
異

　
動
の
な
い
限
り
前
年
並
み
で
す
。

　
縦
覧
の
時
間
等

L
　
三
月
一
日
が
ら
土
十
日
ま
で
の
間

　
で
、
休
口
を
除
く
日
の
午
前
八
時
三

　
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
叫
㌔

且
　
場
所
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税

務
係
）
で
兎
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カ、

ぜ

　
か
せ
予
防
の
第
一
は
、
不
摂
生
な
生

活
を
し
な
い
こ
と
と
、
皮
膚
の
鍛
練
だ

と
轡
い
ま
す
G

一
日
の
疲
れ
は
ひ
と
晩
の
睡
眠
に
よ
っ

て
取
り
去
り
、
　
　
　
　
　
、
1
　
、
岨

が
で
き
る
体
勢
を
作
る
こ
－
．
廉
ー
、
す
。

毎
臼
の
生
活
に
疲
れ
が
っ
き
ま
と
？
．
い

う
な
生
活
で
は
、
あ

返
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
八
G

か
ぜ
は
寒
い
、
冷
た
い
、
し
め
っ
ほ
い

思
い
を
す
る
よ
う
な
機
会
が
動
機
と
な

っ
て
発
病
寸
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

冷
水
の
う
が
い
は
の
R
．
」
に
．
一
、
い
た
ビ
…

ル
ス
を
洗
い
流
す
か
ど
・
つ
か
は
疑
わ
し

い
と
い
わ
わ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
や

る
乙
と
に
よ
り
の
ど
の
粘
膜
を
寒
冷
の

刺
激
に
な
れ
さ
せ
る
の
で
す
。
ま
た
朝

晩
素
肌
に
よ
く
乾
い
た
清
潔
な
寝
巻
を

㌔
ノ
妻
ノ
妻

萎
曾
と
6
、
鯨
口
實
σ
才
♂
∀
、
丘
よ

り
、
伎
膚
を
冷
た
い
刺
激
に
憤
れ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
、
の
で
励
行
し
て
ほ
し

い
。
乾
布
摩
擦
や
冷
水
摩
擦
も
ご
¢
目

的
で
、
行
な
わ
あ
㌻
を
も
の
て
す
が
、
こ
れ

ら
よ
り
も
実
行
可
能
だ
と
思
い
中
．
砥
す
か

ら
家
族
揃
っ
て
実
行
し
て
く
だ
ご
い
。

　
一
般
に
小
児
に
は
身
に
つ
け
く
．
亀
の

毫
3
墨
7
畠
一
…
盈
3
一
冒
・
ε
富
馨
・
畠
一
＝
三
認
麟
冒
一
畠
＝
署
．
呂
一
一
写
．
．
＝
3
冒
。
畠
＝
冒
曹
亀
3
霊
－
一
＝
2
げ

㎜保
肱
一
修
婦
だ
よ
り
…

が
一
2
冒
且
器
冨
り
乙
＝
。
雷
墨
零
呂
｝
■
畠
3
2
乱
＝
2
7
畠
3
冒
・
畠
3
冒
蕊
＝
冨
マ
．
虚
零
．
呂
零
一
鱒
マ
昌
3
一
踏

は
何
ん
べ
い
、
も
暖
め
て
か
ら
着
せ
る
よ
う

で
す
が
、
よ
く
乾
い
て
い
れ
ば
赤
ち
ゃ

ん
で
も
こ
の
必
要
は
な
い
の
で
す
○
冬

は
戸
外
に
出
る
機
会
を
多
く
作
り
皮
膚

を
で
き
る
だ
け
冷
た
い
空
気
に
さ
ら
す

よ
う
に
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
下

さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
後
の
汗
の
始
末
は

必
ず
よ
く
す
る
こ
と
。
自
分
の
健
康
を

衆
院
選
開
票
結
果

　
　
　
　
投
票
率
は

（
川
西
町
）

八
○
、
五
〇
パ
晋
セ
ン
ト

選
挙
当
日
の
有
権
者
数

有　　　　投　　　　投
効　　　　票　　　　票
投　　　　率　　　　者
票計女男　計女男数計女男

無
効
投
票

三
、
六
五
五
人

四
、
〇
四
四
人

七
、
六
九
九
人

二
、
七
三
二
人

三
、
四
六
六
人

六
、
一
九
八
人

七
四
、
七
五
％

八
五
、
七
一
％

八
○
、
五
〇
％

六
、
〇
六
五
票

　
　
　
　
　
　
　
一
三
票

　
　
※
　
　
※
　
　
※

候
補
者
別
得
票
数

塚
田
　
徹

須
藤
友
三
郎

猪
俣
漬
二

高
鳥
　
修

大
竹
太
郎

調
侶
し
、
τ
』
差
へ
c
、
ら
い
り
「
ε
は
慰
、

’
糠
も
、
か
ぜ
、
は
容
易
に
誰
に
で
も
』

が
か
（
て
ノ
～
、
る
も
の
！
、
－
、
す
○
　
マ
ス
ク

こ
の
よ
・
つ
な
意
味
か
ら
空
気
を
蹉
∵
ド
ジ
・
－

吸
う
こ
と
に
な
の
＼
特
別
の
、
人
以
ダ
に

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
せ
を
引
い
た
人
が
他
人
に
（
二
こ

な
い
＼
炎
症
を
起
こ
し
た
粘
膜
ん
、
護

す
ろ
こ
と
f
、
マ
ス
ク
は
患
者
の
他
人
に

へ
、
つ
さ
な
い
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
考
え
ろ
べ

き
で
し
ょ
う
○
人
の
吸
う
息
は
、
は
く

息
の
何
倍
も
強
い
の
で
、
ガ
ー
ゼ
ニ
十

五
枚
以
上
で
な
け
れ
ぱ
く
い
止
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
、
と
て
も

健
康
人
の
予
防
法
と
し
て
は
む
り
と
思

い
ま
す
。

睡
二
月
の
相
談
日

’
橘
　
地
区
　
　
　
　
二
十
八
日

　
仙
田
地
区
　
　
　
二
　
十
日

一
、
八
五
三
票

　
　
六
二
票

二
、
〇
六
一
票

一
、
一
九
七
票

八
九
二
票

最
高
裁
裁
判
官

　
　
　
国
民
審
査

　
衆
院
選
と
同
時
に
行
な
わ
れ
た
最
高

裁
判
所
裁
判
官
七
名
に
対
す
る
国
民
審

査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
投
票
率

は
七
六
、
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
衆
院
選
の

投
票
率
と
比
較
し
て
三
、
五
九
パ
ー
セ
ン

ト
減
と
な
っ
て
い
る
o

審
査
に
付
さ
れ
た
裁
判
官

の
氏
名
別
開
票
結
果

　
投
票
総
数
　
　
　
五
、
九
〇
七
票

審
査
に
付
　
罷
免
を
可
　
罷
免
冷
・
．
可

さ
れ
る
裁
　
　
と
し
な
い
　
と
す
る
も

判
　
官
　
も
　
の
の

氏
名

岩
田
　
誠
五
、
Ω
丑
票
三
七
三
票

色
川
幸
太
郎
　
五
、
〇
五
一
票
　
三
七
三
票

松
田
　
二
郎
　
五
、
〇
七
Q
票
　
三
五
四
票

大
隅
健
一
郎
五
、
O
八
一
票
三
四
三
票

下
村
　
三
郎
　
五
、
〇
九
二
票
　
三
三
二
票

柏
原
　
語
六
　
五
、
0
8
票
　
三
三
四
票

田
中
　
二
郎
　
五
、
＝
五
票
　
三
〇
九
票

　
　
計
三
五
、
五
五
〇
票
二
、
四
一
八
票

　
無
効
投
票
　
　
　
　
四
八
三
票

　
申
告
所
得
税

　
　
　
　
　
確
定
申
告
と
納
税
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
一

申
告
所
得
税
第
3
期
分
の

納
税
に
つ
い
て

◎
確
定
申
告
　
、
、
税
金
を
納
め
る
方

　
確
定
申
告
で
第
3
期
分
の
税
金
を
納

扮
な
け
か
け
な
ら
な
い
方
は
、
3
月
1
5

口
が
納
期
限
で
す
か
ら
お
忘
れ
な
く
納

税
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
た
い
へ
ん
便
利
な
預
金
口
座

か
ら
の
振
替
納
税
制
度
さ
れ
て
い
な
い

方
は
第
3
期
分
か
ら
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
C

◎
延
納
制
度
の
活
用
で
楽
な
納
税
を

　
第
3
期
分
の
税
額
が
大
巾
に
増
加
し

た
た
め
一
時
に
納
税
が
困
難
な
方
は
、

納
期
限
内
に
次
に
掲
け
る
一
定
額
以
上

を
納
付
し
た
残
額
に
つ
い
て
必
要
な
手

続
き
を
す
れ
ば
5
月
3
1
日
ま
で
認
め
ら

れ
ま
す
。

　
五
予
定
納
税
融
の
あ
る
方
は
、
第
2

期
分
の
一
、
六
倍
。
た
だ
し
納
税
貯
蓄
組

合
員
は
、
第
2
期
分
相
当
翻
。

　
且
確
定
申
告
で
あ
ら
た
に
納
税
す
る

方
は
第
3
期
分
税
額
の
ー
［
2
。

◎
確
定
申
告
で
税
金
の
戻
る
方

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る

方
は
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
還
付

さ
れ
ま
す
の
で
早
目
に
申
告
し
て
税
金

の
還
付
を
受
け
て
・
＼
だ
さ
い
○

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
　
、

淋
来
署
依
頼
の
納
税
相
　
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
談
は
廃
止
　
　
　
　
　
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
　
青
色
申
岱
者
と
そ
の
他
所
得
者
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

＊
（
給
与
所
得
者
　
不
動
産
所
得
者
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
等
）
の
来
署
依
頼
に
よ
る
納
税
相
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
談
を
廃
止
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
＊

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

＊
山
不
＊
＊
★
T
＊
＊
＊
＊
＊
＊
乱
不
＊
＊
ム
不
＊
＊
＊
＊
∴
不
★
丁
山
不

卜
五
日
ま
で

　
　
振
替
納
税
や
延
納
の
手
続
き
、
ま
た

　
は
還
付
金
の
支
払
等
で
ご
不
明
の
点
は

　
お
気
軽
に
税
務
署
ま
ヅ
、
お
た
ず
れ
く
だ

　
さ
い
。

旧
金
鶏
勲
章
受
有
者
に

一
時
金

十
万
円
を
支
給
！

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
旧
金
鶉
勲
章

受
有
者
に
対
し
、
　
一
時
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
該
当
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
至
急
、
氏
名
、

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
－
御
す
二
や
か
に

渡
邊
一
広

保
坂
栄
子

星
名
悦
子

，
北
村
健
一
郎

星
名
由
美
子

高
橋
義
之

山
岸
∫
篤
美

丸
山
美
也
子

南
雲
晴
美

太
田
裕
子

清
水
富
美
代

村
越
　
忍

滋
野
ひ
ろ
み

金増清田藤
子田水中原

洋　 愛直
子満二幸

一
治
郎
長
男
中
屋
敷

義健昇羊言
則二一男
長長長二二
女男女女

学中沖沖
校屋
町敷立立

義
之
助
長
男
神
社
町

真
治
三
女
霜
條

光
夫
長
女
発
電
所
通

春
芳
長
女
四
郎
兼

寅
治
長
女
　
田
　
中

益
男
長
女
下
平
新
田

辰
雄
二
女

凱
二
長
女

芳
信
長
男

久
義
二
男

邦
吉
＝
勇

壽
長
女

澄
男
長
女

岩室寺下仁野野
　　ケ
瀬島崎原田口口

住
所
、
叙
賜
番
号
、
叙
賜
年
月
日
を
社

会
係
ま
　
、
丸
お
如
ら
、
せ
願
い
ま
す
。

一
、
蛋
撚
牟
二
の
要
件

　
〕
〕
　
日
清
、
口
露
、
満
州
事
変
等
で

　
　
昭
和
十
五
郎
伸
四
月
二
十
八
［
口
由
以
ル
剛

　
　
に
金
鴇
勲
章
を
叙
賜
さ
れ
年
．
金
を

　
　
支
給
さ
れ
て
い
た
者
。

　
⇔
　
昭
和
三
十
八
年
囲
月
一
日
現
在

　
　
生
存
し
て
い
る
者
。

二
、
　
一
時
金
の
額

　
　
　
　
　
　
＋
万
円

三
、
　
権
利
の
受
継

　
　
一
時
金
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る

　
者
が
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
以

　
後
に
死
亡
し
た
場
合
は
、
死
亡
し
た

　
者
の
相
続
人
が
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

米
山
隆
雄

齋
木
朱
美

高
橋
雄
二

片
桐
　
勲

高
重
長
男
室
島

敬
二
長
女
　
高
　
倉

又
一
郎
二
男
高
　
倉

定
治
長
男
小
白
倉

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

南
雲
　
ス
ミ

江
ロ
　
コ
ン

相
崎
定
次

村
山
熊
治
郎

田田村桑若
中中山原山

マ
ス

ミ
カ

義
一

義
雄

愛
二

下下高桐塩元沖小中
　　原　　　　　 白イ山

原平田山辛町立倉田

　三三五七七七八九
〇一四〇五六九七二

た
か
さ
ご
1
御
円
満
に

雛す奄　
新
郎

　
新
婦

露
南滋藤根星
雲野巻津名

綾一サ
子郎ダ

北
川
芙
美
子

伊
友

四
日
町
か
ら

塩
辛

野
口
か
ら

中
仙
田

島
根
県
か
ら

り
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憂
町
議
会
報
告
σ
②

固
定
資
産
税
の
税
率
を
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
日
に
臨
時
会

　
七
日
に
第
二
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ

次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
た
o

△
税
条
例
の
一
部
改
正
　
固
定
資
産
税

の
税
率
冷
○
、
一
引
き
上
け
て
百
分
の
一
、

八
と
す
る
改
正
。
こ
れ
に
よ
っ
て
四
十

二
年
度
分
約
三
百
二
十
万
（
内
国
鉄
二

百
二
十
万
）
の
増
収
と
な
る
○

＝
＝
一
＝
二
＝
＝
＝
二
＝
二
＝
＝
一
＝
一
＝
｝
＝
一
＝
二
＝
【
＝

△
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
毎
年
二
回

町
の
財
政
状
況
を
公
表
す
る
時
期
、
内
“

容
、
方
法
を
定
め
た
も
の
。

　
ほ
か
に
人
事
事
務
組
合
規
約
の
改
正

と
請
願
が
あ
り
、
ま
た
中
仙
田
教
員
住

宅
火
災
復
旧
計
画
等
が
協
議
さ
れ
た
。

＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一

百
号
の
話
題
三
士
二
年
七
月
＋
五
日
に
第
一
号
を
発
行
し
て
か
ら
八
年
半

今
月
で
「
広
報
か
わ
に
し
」
も
百
号
を
数
え
ま
し
た
。

総
ぺ
ー
ジ
数
も
五
百
二
十
ニ
ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
o

　
こ
の
広
報
発
行
に
ま
つ
わ
る
話
題
に
は
こ
と
か
か
な
い
よ
う
で
す
℃
そ
こ
で
第

二
帰
か
ら
企
画
に
登
場
し
て
以
来
、
ず
っ
と
同
好
者
の
ご
協
力
を
得
て
き
た
〃
か

わ
に
し
俳
壇
〃
の
べ
ー
ジ
を
く
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

．
江
口
凡
石
さ
ん

　
　
　
あ
な
た
の
登
鐵
句
は
八
十
四
句
に
も
な
り
ま
し
た

　
百
号
に
い
た
る
ま
で
〃
か
お
に
し
俳
・

壇
〃
を
休
載
し
た
の
は
第
一
号
は
別
と
、

し
て
途
中
四
回
、
こ
の
間
選
者
も
金
山

柏
樹
氏
（
6
～
31
号
）
か
ら
太
田
白
南

風
氏
（
3
3
号
～
）
と
本
紙
の
編
集
人
の
、

交
代
に
合
わ
せ
て
担
当
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
わ

　
9
9
骨
ま
で
の
登
載
句
の
集
計
に
よ
る

と
、
実
数
で
百
二
十
六
名
の
か
た
の
延

七
百
六
十
一
旬
を
発
表
し
た
こ
と
に
な

り
ま
鬼

　
こ
の
・
っ
ち
個
人
別
で
は
、
小
白
倉
の
．

江
口
凡
石
さ
ん
が
ひ
と
り
で
八
＋
四
句
’

を
し
め
、
か
り
に
登
載
句
の
ベ
ス
ト
テ

ン
を
作
る
と
し
た
ら
次
の
よ
・
っ
’
に
な
り

ま
す
。①

江
口
凡
石
（
小
白
倉
）
餌
句
　
②

金
子
洋
石
（
大
倉
）
65
句
　
③
金
子
鉄
㎜

平
（
元
町
）
勾
句
④
田
中
緑
風
（
小

、
白
倉
）
3
8
句
⑤
小
川
辰
治
（
越
ケ
沢

　
）
3
7
句
　
⑥
高
崎
正
風
（
学
校
町
）
2
8

句
⑦
田
中
翠
畝
（
小
白
倉
）
烈
句

⑦
小
林
た
み
い
（
中
屋
敷
）
2
1
句
⑨

小
林
遊
人
（
中
仙
田
）
招
句
⑩
高
橋

章
子
、
白
井
ト
ヨ
子
（
と
も
に
中
屋
敷
）

η
句
。

　
　
中
で
も
中
屋
敷
婦
人
学
級
生
の
投
句

　
が
め
だ
ち
、
金
子
鉄
平
夫
妻
の
コ
ン
ビ

も
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
遠
く
出
か
せ
ぎ
先

　
か
ら
二
句
、
三
句
と
寄
せ
ら
れ
る
熱
意

　
に
は
ほ
ん
と
う
に
編
集
部
一
同
頭
の
さ

　
が
る
思
い
で
す
コ
　
　
（
編
集
部
）

　
町
民
の
文
芸
と
し
て

　
　
〃
か
わ
に
し
俳
壇
〃
が
広
報
の
一
隅

　
に
継
続
し
て
育
っ
て
い
る
の
は
広
報
紙

　
と
し
て
当
町
の
特
徴
で
あ
る
よ
っ
で
す

　
　
一
般
町
民
が
気
軽
に
文
芸
と
し
て
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
し
ん
で
い
る
こ
と
は
前
記
の
実
数
を
み

　
て
も
わ
か
り
ま
し
よ
つ
o
し
か
も
こ
の

　
同
好
者
の
中
か
ら
今
で
は
有
数
な
町
の

．
俳
人
と
し
て
育
っ
て
い
る
人
も
あ
り
、

　
又
中
屋
敷
婦
人
学
級
の
よ
う
に
立
派
な

句
集
ま
で
出
せ
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が

｝
こ
こ
か
ら
巣
立
っ
た
と
い
一
っ
こ
と
も
大

ハ

㎜
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
い

㎜
ま
す
。
そ
の
外
大
勢
の
人
達
が
は
じ
め

㎜
て
俳
句
と
い
う
も
の
を
作
り
、
ど
う
に

皿
か
日
々
の
生
活
の
中
で
俳
句
を
通
し
て

｝
自
然
を
見
つ
め
、
豊
か
な
心
で
明
る
く

…
生
き
抜
く
気
構
え
を
味
わ
え
た
こ
と
も

…
俳
壇
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
か
と
も
憲
わ

｝
れ
る
こ
と
で
す
。

　

㎜
　
さ
て
、
創
設
以
来
続
け
て
投
句
し
て

㎜
来
ら
れ
た
方
の
熱
意
に
は
心
打
た
れ
ま

　

…
す
が
、
こ
の
欄
が
町
民
の
文
芸
欄
で
あ

｝
る
以
上
、
　
一
応
俳
句
と
し
て
掲
載
し
て

　
い
き
た
い
或
る
線
を
確
保
し
つ
つ
、
　
一

定
の
方
向
に
揃
え
る
よ
う
に
採
録
し
て

来
ま
し
た
。
そ
れ
は
種
々
雑
多
な
傾
向

　
が
混
る
と
初
心
者
を
混
乱
せ
し
め
、
作

句
の
方
向
を
失
す
る
か
ら
で
す
℃
そ
の

一
た
め
選
者
と
し
て
は
う
な
ず
け
つ
つ
も

ハ
｝
『
甚
し
く
異
な
る
も
の
は
避
け
指
導
の
方

『｝
向
に
従
っ
て
掲
載
し
て
来
ま
し
た
し
、

㎜
又
、
投
句
し
た
方
は
な
る
べ
く
一
句
で

ハ騨鴨

も
載
せ
る
よ
う
に
、
詩
意
を
変
え
な
い

藤
の
添
削
を
い
た
し
ま
し
た
・

蘇
う
い
ε
と
が
続
け
て
畢
い
ら
れ

　
｝
る
方
に
は
よ
く
判
っ
て
頂
い
て
き
て
い

　
る
と
思
わ
れ
ま
す
Q
句
の
一
字
の
ち
が

　
い
、
上
下
の
顯
倒
、
表
現
の
し
方
等
で

亙
崖
き
と
し
て
ゆ
く
≦
憲
じ
と

　
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
唯
一
句

　
の
投
句
を
生
か
し
て
あ
げ
た
い
と
考
え

掘
き
、
印
刷
時
刻
を
半
日
も
伸
ば
し
て

貴
っ
た
よ
う
な
裏
話
も
あ
り
ま
す
o
な

お
上
位
下
位
に
つ
い
て
の
掲
載
順
位
は

選
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
特
に
佳

趣
あ
る
も
の
と
し
て
O
印
を
付
す
程
度

に
い
た
し
て
あ
り
ま
す
。
投
句
し
た
方

は
な
る
べ
く
一
句
で
も
掲
載
し
て
あ
げ

た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
紙
面
の
都
合

上
や
む
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

投
句
さ
れ
る
方
は
せ
め
て
四
五
句
を
見

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
o
や
は
り

説
明
だ
け
で
は
詩
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

・
ふ
う
詠
す
る
よ
う
に
つ
と
め
、
内
容
を

冨
健
か
に
、
素
直
な
表
現
で
誰
に

心
も
わ
か
り
易
く
、
町
民
の
生
活
の
中
に

｝
楽
し
く
生
ま
れ
る
俳
句
で
あ
る
よ
う
に

一
ね
が
っ
て
い
ま
す
。
　
（
太
田
白
南
風
）

青
年
学
級
自
治
会
が

　
　
　
晴
れ
の
受
賞

一
月
二
十
二
日
新
潟
市
体
育
舘
で
開

か
れ
た
青
少
年
の
つ
ど
い
新
潟
県
大
会

（
主
催
青
少
年
育
成
県
民
会
議
）
の
席

上
、
優
秀
団
体
と
し
て
川
西
町
青
年
学

級
自
治
会
が
表
彰
の
栄
に
か
が
や
き
、

約
三
千
人
の
参
加
者
が
み
ま
も
る
中
で

代
表
の
丸
山
和
子
さ
ん
が
県
知
事
か
ら

賞
詞
と
記
念
品
を
授
与
さ
れ
た
o

教
委
関
係
表
彰

　
教
育
委
員
小
林
誠
治
さ
ん
は
一
月
二

十
七
日
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
創
立
十
周
年
記
念
式
典
に
際
し
、
永

年
教
育
委
員
と
し
て
勤
続
し
た
功
に
よ

っ
て
表
彰
さ
れ
た
o

　
ま
た
、
数
藤
彦
三
さ
ん
（
現
水
道
係

長
）
と
金
子
幸
作
さ
ん
（
社
会
教
育
主

事
）
が
、
さ
る
三
日
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
た
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
総

会
の
席
上
、
優
秀
職
員
と
し
て
表
彰
を

う
け
た
。

O
●
　
O
，
　
O
●
　
0
　
■
　
0
0
●
　
●
■
　
●
O
●
●
　
■
嬢
●
●
　
●
●
●
■
■
　
σ
■
●
●
　
●
■
●
●
●
　
●
　
O
O
●
　
●
O
O
　
●
■
O
　
●
●
0
　
0
●
■
■
■
働
　
●
●
■
●
　
O
●
　
●
●
●
　
●
●
●
　
■
■
●
　
●
●
■
6
●
　
●
　
●
●
O
■
●
　
O
　
O
・
●
●
　
●
　
・
●
O
　
●
O
　
●
●
　
■
●
●
　
●
●
■
●
●
　
●
　
●
1
●
　
●
●
●
●
　
●
■
　
O
●
　
●
●
●
●
0
　
●
O
O
●
　
●
　
●
9
　
●
●
　
■
●
　
●
●
●
●
　
O
●
■
O
O
　
●
●
●
　
0
0
0
　
●
0
●
●
●
●
●
O
●
　
●
●
●
●
　
O
　
■
●
　
●
●
　
O
O
．
●
O
■
●
●
●
●
●
O
O
●
●
●
・
・
●
●
O
　
，
O
●
　
O
●

か
わ
に
し
百
号
を
祝
う

　
本
紙
が
め
で
た
く
百
号
に
達
し
た
こ

と
を
、
こ
の
欄
を
書
く
と
き
に
は
じ
め

㎜
て
知
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
人
知
れ
ず
努

万
し
て
い
て
く
れ
た
の
に
、
そ
れ
を
気

『
ず
か
な
い
で
い
た
と
は
、
ま
こ
と
に
申

｝
糖
翫
鴬
舞
器
欝
噸
誘
醜

一　
か
ら
は
な
れ
ず
、
発
行
の
た
ぴ
に
や
れ

　
よ
か
っ
た
と
思
い
、
ひ
と
り
号
数
を
数

　
え
て
喜
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
人
様
が
や

　
っ
て
く
れ
る
と
、
こ
う
も
無
責
任
に
な

　
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
ろ
う
か
o

　
　
今
か
ら
九
年
前
の
、
あ
る
暑
い
日
だ

　
っ
た
o
町
長
が
お
呼
ぴ
だ
、
と
い
わ
れ

㎜
て
町
長
室
へ
行
っ
た
ら
、
こ
ん
ど
役
場

㎝
で
広
報
を
出
す
こ
と
に
し
た
o
町
と
住

一
民
の
心
を
つ
な
ぐ
大
事
な
仕
事
だ
。
そ

心　
の
編
集
を
お
前
が
や
れ
、
は
じ
め
て
の

こ
と
で
も
あ
り
、
か
か
り
っ
き
り
で
も

い
ら
れ
ま
い
か
ら
一
カ
月
お
き
に
発
行

し
た
ら
ど
う
か
、
と
い
わ
れ
た
っ
け
o

　
さ
ほ
ど
の
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
引
き

受
け
て
は
み
た
が
、
い
ざ
編
集
に
と
り

か
か
っ
て
み
る
と
と
ま
ど
う
こ
と
ば
か

り
だ
っ
た
。
幸
い
、
県
一
の
広
報
「
た

ち
ば
な
」
を
編
集
し
た
丸
山
精
二
郎
氏

い
文
章
に
赤
面
す
る
個
所
が
ず
い
ぶ
ん

あ
る
、
あ
の
こ
ろ
は
そ
れ
な
り
に
努
力

し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
。
そ
の
反
面

い
ろ
い
ろ
な
人
が
執
筆
し
て
く
れ
た
活

字
を
見
る
に
及
ぴ
、
ま
た
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
町
の
み
な
さ
ま
や
役
場
の
各

位
に
、
改
め
て
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
気
も
ち
が
わ
き
あ
が
っ
た
o

～　脚
蕪
饗
輪
騰
麟
灘
懸
藩
辮

い
、
見
出
し
の
つ
け
か
た
や
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
、
そ
の
つ
ど
こ
ま
か
に
教
え
を

乙
う
こ
と
が
で
き
た
コ
太
田
長
栄
氏
を

は
じ
め
、
白
南
風
社
が
一
丸
と
な
っ
て

の
協
力
体
制
も
う
れ
し
か
っ
た
コ

　
も
う
百
号
に
な
っ
た
か
、
そ
う
思
い

な
が
ら
当
時
の
広
報
に
目
を
と
お
し
て

み
た
○
そ
の
と
き
ど
き
の
、
ぎ
こ
ち
な

み
た
ら
、
と
い
う
も
の
へ
こ
れ
は
い
け

ス監

そ
う
考
え
て
創
刊
号
に
載
せ
た
と

乙
ろ
、
数
日
た
っ
て
佐
藤
茂
夫
さ
ん
と

い
う
人
か
ら
自
作
の
曲
が
よ
せ
ら
れ
、

そ
の
メ
ロ
デ
ー
を
荻
野
敏
夫
氏
が
編
曲

そ
れ
を
保
坂
国
夫
氏
が
振
付
し
て
く
れ

て
予
想
以
上
に
ヒ
ッ
ト
し
砧
忘
れ
ら

れ
な
い
曽
い
出
の
一
つ
で
あ
る
o

　
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
読

者
か
ら
た
え
ず
お
叱
り
や
励
ま
し
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
つ

ど
ん
な
に
よ
い
と
思
っ
た
編
集
で
も
、

そ
れ
に
対
し
て
読
者
が
ウ
ン
と
も
ス
ン

と
も
い
っ
て
く
れ
な
い
と
不
気
味
だ
。

良
い
悪
い
を
遠
慮
な
く
き
か
せ
て
も
ら

う
ご
と
が
、
結
局
は
担
当
者
に
フ
ァ
イ

ト
を
わ
か
、
焦
よ
り
充
実
し
た
広
報
を

う
み
だ
す
カ
ギ
に
な
る
の
で
は
な
い
か

　
北
村
準
一
氏
に
は
発
刊
以
来
ご
協
力

い
た
だ
き
、
　
と
く
に
二
十
二
、
三
号
の
‘

発
刊
に
は
編
集
長
と
し
て
お
ほ
ね
お
り

願
っ
結
三
十
三
号
か
ら
星
名
四
郎
氏

が
受
け
継
い
で
く
れ
た
。
い
か
に
手
腕

家
と
は
い
え
、
公
報
の
原
稿
書
き
や
編

集
は
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ
が
、
そ
れ
を

毎
月
欠
か
さ
ず
に
発
行
し
、
百
号
を
数

え
た
実
績
に
は
頭
が
さ
が
る
o
百
号
を

心
か
ら
祝
い
、
今
後
に
期
待
し
て
い
る
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　一　家
　庭
　の
　目
　一
　の
　ア
木ン
　ケ
島1
　卜
子か
　り
ど

も

会

　
家
庭
内
の
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
く
、
す
乙
や
か
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
の
は
両
親
は
も
ち
ろ
ん
家
族

全
員
の
願
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
乙
の
乙
と
に
つ
い
て
、
県
や
町
で
も

い
ろ
い
ろ
の
対
策
が
た
て
ら
れ
て
い
ま

すo

乙
れ
ら
の
対
策
の
中
で
家
庭
の
日

が
重
点
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
昨
年
一

月
か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の

日
」
と
し
て
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
乙
う
と
い
う
乙
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
各
家
庭
が
、
せ
め
て
乙
の
「
家
庭
の

日
」
だ
け
は
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
話

し
合
い
、
乙
れ
を
わ
が
家
の
楽
し
い
行

事
と
し
て
、
各
家
庭
に
合
っ
た
や
り
方

で
実
践
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
o

　
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
ど
ん
な
や
り
方

で
家
庭
の
日
を
す
ご
し
て
い
る
の
か
、

各
家
庭
に
よ
っ
て
や
り
方
が
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
思
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
．

ま
と
め
て
み
ま
し
た
o

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
会
員
三
十
六
名

の
子
ど
も
会
員
を
中
心
に
答
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
「
家
庭
の
日

」
を
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て

い
る
か
、
ど
ん
な
す
ご
し
か
た
を
し
て

い
る
か
を
つ
か
む
乙
と
で
し
た
o

　
こ
の
資
料
が
、
「
家
庭
の
日
」
を
実

施
す
る
に
当
っ
て
何
か
参
考
に
な
れ
ば

と
考
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

「
家
庭
の
日
」
は
、
子
ど
も
を
心
身
と

も
に
健
康
に
育
て
る
大
切
な
わ
が
家
の

行
事
で
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
る
な
ら

今
後
、
乙
の
機
関
に
お
い
て
実
施
す
る

川
西
町
の
全
戸
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
青
少
年
・

を
健
康
に
育
成
す
る
た
め
大
い
に
役
立

つ
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、
こ
れ
か
ら
家
、

庭
の
日
を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
多
少

で
も
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
家
庭
の
日
』

　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

ア
、
あ
な
た
は
家
庭
の
日
を
知
っ
て
い

　
　
ま
す
か
。

　
エ
し
っ
て
い
る
　
　
　
　
賀

　
且
し
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
o

イ
、
あ
な
た
の
家
で
は
「
家
庭
の
日
」

　
　
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

　
工
実
施
し
て
い
る
　
　
　
　
　
25

　
且
実
施
し
な
い
　
　
　
　
4

　
　
（
※
何
も
書
か
な
い
も
の
　
　
2
）

ウ
、
あ
な
た
の
家
の
「
家
庭
の
日
」
は

　
　
い
つ
で
す
か
。

　
二
第
三
日
曜
日
　
　
　
　
　
　
路

　
且
家
族
で
話
し
合
い
を
し
て
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
£
第
三
日
曜
日
以
外
の

　
　
特
定
の
日
　
　
　
　
　
2

　
　
（
※
何
も
書
か
な
い
も
の
　
7
）

エ
、
　
「
家
庭
の
日
」
に
は
ど
ん
な
こ
と

　
　
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
二
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
す
る
8

　
ユ
み
ん
な
で
協
力
し
て
家
庭
の
仕
事

　
　
を
す
る
　
　
　
　
　
　
H

　
ユ
親
子
そ
ろ
っ
て
ゲ
ー
ム
や
だ
ん
ら

　
　
ん
を
す
る
　
　
　
　
　
　
8

　
4
親
子
そ
ろ
っ
て
よ
そ
に
遊
び
に
行

　
　
．
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
5
ご
ち
そ
う
を
作
っ
て
も
ら
う
茄

　
　
6

。
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
－

　
　
（
※
何
も
書
か
な
い
も
の
　
5
）

　
◎
一
軒
で
幾
つ
も
書
い
た
も
の
が
あ
っ

　
　
た
た
め
、
多
く
な
っ
て
い
る
○

琴
箆
た
人
は
だ
れ
で
し
ょ
う
・

　
　
工
小
学
生
　
　
　
　
　
　
20

　
且
中
学
生
　
　
　
　
　
　
8

　
　
3
お
と
な
　
　
　
　
　
　
　
3

青
少
年
云
晟
国
民
会
議

作
文
論
文
標
語
募
集

一
〇
主
題
（
少
年
の
部
）

｝
〃
わ
た
く
し
の
努
力
し
て
い
る
こ
と
〃

㎜
将
来
毫
い
う
人
に
な
り
た
い
ご

5
よ
う
笙
き
蓼
し
た
い
な
ど
人
そ

葦
、
れ
に
鷺
豊
が
あ
り
ま
す
．
そ

一
し
て
　
こ
の
よ
う
な
目
的
を
実
現
す
る

｝
た
め
に
、
ま
た
一
日
一
日
を
意
義
あ
る

　
も
の
と
す
る
た
め
に
、
わ
た
く
し
た
ち

　
は
い
ろ
い
ろ
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
あ
な
た
が
心
が
け

努
力
し
て
，
い
る
こ
と
な
ど
を
で
き
る
だ

　
け
実
際
の
生
活
を
中
心
に
し
て
書
い
て

　
く
だ
さ
い
o
　
（
四
百
字
原
稿
用
紙
十
枚

以
内
）

　
○
主
題
（
一
般
の
部
）

　
　
ω
現
代
に
お
け
る
青
少
年
の
役
割
、

　
　
現
代
に
生
き
る
青
少
年
は
、
ど
の
よ

　
う
な
問
題
意
識
を
も
ち
、
ど
の
よ
う
な

　
生
き
方
を
す
る
の
が
よ
い
の
か
。
青
少

年
の
果
す
べ
き
役
割
を
青
少
年
自
身
の

立
場
か
ら
、
ま
た
一
般
成
人
の
立
場
か

ら
自
由
に
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
o

　
③
青
少
年
育
成
に
つ
い
て
の
わ
た
く

　
　
　
し
の
提
言

　
青
少
年
育
成
国
民
運
動
を
よ
り
効
果

．
的
に
、
力
強
く
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は

　
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て

吼
の
率
直
な
意
見
、
あ
る
い
は
青
少
年
の

ハ
㎝
健
全
育
成
や
非
行
防
止
の
た
め
に
と
の

よ
う
な
方
策
を
講
じ
た
ら
よ
い
か
に
つ

い
て
、
体
験
を
通
じ
て
の
具
体
的
な
提

案
を
求
め
ま
す
。
　
（
四
百
字
原
稿
用
紙

二
＋
枚
以
内
）

○
標
語
主
題

　
ω
青
少
年
の
誇
り
と
責
任
に
つ
い
て
『

　
　
の
自
覚
を
高
め
る
も
の

　
ω
青
少
年
育
成
国
民
運
動
を
う
た
っ

　
　
た
も
の

○
送
付
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
十
二

　
号
地
　
日
本
女
子
会
舘
内

　
青
少
年
育
成
国
民
会
議
事
務
局
論
文

標
語
募
集
係

O
〆
切
期
日

　
昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
日
（
当
日

消
印
有
効
）

○
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

　
職
業
、
勤
務
先
（
学
校
、
学
年
）
を

　
原
稿
用
紙
に
明
記
の
こ
と
o

O
本
人
の
作
文
、
作
品
で
未
発
表
の
も

　
の
に
限
り
ま
す
o

O
表
彰

　
各
種
別
共
最
優
秀
賞
一
名
に
は
内
閣

　
総
理
大
臣
賞
、
青
少
年
育
成
国
民
会

　
議
会
長
賞
お
よ
ぴ
記
念
品
又
は
副
賞

　
（
論
文
一
般
の
部
二
十
万
円
、
標
語

　
三
万
円
）
他
、
優
秀
賞
各
十
名
程
度

　
に
は
会
長
賞
お
よ
ぴ
記
念
品
又
は
副

　
賞
（
論
文
、
　
一
般
の
部
五
万
円
、
標

　
語
一
万
円
）
他
、
佳
作
各
若
干
名
に

　
も
会
長
賞
お
よ
ぴ
記
今
心
品
を
贈
る
。

○
入
賞
者
に
は
通
知
す
る
と
と
も
に
三

　
月
中
旬
の
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
発
表
す

　
る
。
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中
島
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平
野
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一
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山
野
田
桑
原
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．
平
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発
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所
通
り
藤
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三
◎
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樋
口
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滝
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兼
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東
善
寺
平
野
金
次
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上
町
石
沢
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中
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清
水
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治
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清
水
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一
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木
島
小
海
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一
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沖
立
数
藤
喜
㎜

平
◎
伊
友
村
山
義
雄
◎
高
原
田
村
山
勇
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太
郎
◎
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中
村
喜
作
◎
霜
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福
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治
◎
鶴
吉
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治
◎
平
見
市
川
郡
平
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◎
木
島
公
舎
長
谷
川
孝
平

　
　
上
野
地
区

｝
◎
上
野
上
村
忠
雄
◎
新
町
新
田
内
山
恵
…

灘
◎
元
町
押
木
増
雄
◎
下
平
新
田
沢
翌

武
三
郎
◎
三
領
水
品
正
一
郎
◎
小
根
岸
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

小
海
八
太
郎
◎
田
代
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島
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三
◎
星
名
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野
口
村
越
太
郎
◎
原
田
丸
山
仁
治
◎
根
…

　
深
丸
山
茂
吉
◎
下
原
丸
山
宗
太
郎
　
　
　
｝

　
　
　
仙
田
地
区
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一
◎◎
灘
加
鍬
離
題
鵬
購
磁
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

越
ケ
沢
川
崎
喜
一
◎
赤
谷
登
坂
敬
恒
◎
－

岩
瀬
中
條
一
男
◎
大
倉
中
條
幸
一
郎
◎

大
白
倉
高
橋
克
義

こ
と
し
の

小
学
校
新
入
生

　
　
　
　
（
二
月
一
日
現
在
）

　白赤仙中橘上千
　倉岩田仙　野手
計小小小田小小小
　学学学小学学学
　校校校学校校校
　　　　校
九　　　一一一一二：男
六六九五〇八七一子

女
子

二
〇

一
二

一
五

二
二

　
」
、

　
　
ノ

　
四

　
六

七
六

七“一三一四計二一三　＝三九

▽退
職

異
動

人
　
事

　
　
（
十
二
月
三
十
一
日
付
）

　
中
田
芳
子
　
千
手
診
療
所

　
　
（
一
月
一
日
付
）

小
川
京
子
（
戸
籍
）
千
手
診

療
所

劣
藩
壇
夢

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
凡
石

Q
権
と
鵬
幡
雪
壁
沿
い
に
す
れ
ち
が
う

　
冬
至
梅
咲
く
様
な
日
の
つ
い
に
無
し

　
鉢
の
梅
も
う
少
し
と
云
ふ
と
乙
ろ

　
入
日
射
オ
ー
バ
脱
ぎ
あ
り
冬
座
敷

　
真
綿
よ
る
明
り
に
高
き
雪
の
山

・
全
投
旬
揃
う
と
い
う
乙
と
を
遂
に
成

し
と
け
た
。

　
　
和
歌
山
に
て
　
金
子
　
　
洋
石

　
湯
豆
腐
に
妻
と
向
い
て
外
は
風

　
片
言
の
子
と
語
ら
ひ
の
炬
燵
か
な

　
寒
卵
丸
き
微
温
を
掌
に

　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
翠
畝

　
湯
戻
り
の
タ
オ
ル
凍
り
ぬ
寒
の
月

　
外
灯
の
写
り
て
光
る
軒
氷
柱

　
　
　
　
山
野
田
小
川
　
越
人

　
夜
の
街
の
し
づ
か
大
き
な
雪
降
り
ぬ

　
ガ
ラ
ス
戸
の
氷
絵
模
様
寒
に
入
る

　
　
　
　
中
屋
敷
小
林
伊
志
子

　
投
入
れ
の
梅
ほ
ん
の
り
と
春
を
待
つ

　
朝
ま
だ
き
よ
り
そ
り
出
し
て
遊
ぶ
子

　
よ
　
　
星
名
新
田
　
渡
辺
チ
ヤ
ウ

　
束
の
間
を
宿
舎
の
子
等
と
凧
を
上
ぐ

　
　
　
　
　
寺
尾
　
高
橋
　
　
章
子

　
供
餅
煙
に
包
ま
れ
初
か
ま
ど

　
あ
ど
け
な
き
子
の
名
宛
な
る
賀
状
来

　
し
　
　
寺
尾
小
海
芙
沙
子

　
三
朝
祈
聞
き
つ
つ
庫
裡
の
屠
蘇
支
度

　
　
　
　
　
大
倉
中
條
　
鉄
女

　
む
さ
さ
ぴ
の
鳴
く
大
杉
の
寒
の
月
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